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三田フレンズ指定管理者運営評価結果について 

 

三田フレンズ指定管理者の令和元年度運営評価結果を報告する。 

 

１ 施設名  

三田フレンズ 

   目黒区三田一丁目１１番２６号 

 

２ 指定管理者 

 株式会社 日進産業 

 東京都中央区入船１丁目４番１０号 

 代表者 代表取締役 幡野 明弘 

 

３ 指定期間及び運営評価の対象期間 

  指 定 期 間：平成３１年４月１日から令和６年３月３１日まで（５年間） 

  評価対象期間：平成３１年４月１日から令和２年３月３１日まで 

 

４ 運営評価の方法 

  「目黒区都市整備施設指定管理者運営評価委員会設置要綱」に基づき設置された目黒区都市

整備施設指定管理者運営評価委員会（別表）において、指定管理者から提出された事業報告

書、利用者アンケートの結果、指定管理者の自己評価等をあらかじめ定めた基準に基づき評

価を行った。 

 

５ 事業報告書の概要 

  別紙「三田フレンズ施設事業報告書（概要）」のとおり 

 

６ 施設運営に係る区の歳入・歳出決算額の推移 

（単位：円） 

項目 

平成 

２６年度 

（３期１年目） 

 

２７年度 

（３期２年目） 

 

２８年度 

（３期３年目） 

 

２９年度 

（３期４年目） 

 

３０年度 

（３期５年目） 

備考 

歳入 6,596,900 9,165,980 9,208,920 10,523,100 10,690,000 駐車場使用料 

歳出 27,441,175 27,394,175 27,296,239 27,296,239 26,803,109 精算項目を除く 

項目 
令和元年度 

（４期１年目） 
    備考 

歳入 10,030,700     駐車場使用料 

歳出 26,950,898     精算項目を除く 

※導入前（平成１７年度）の収入 14,992,000 円、支出 34,858,353 円（区の歳入、歳出額） 

都 市 環 境 委 員 会 資 料 

令 和 ２ 年 ９ 月 １ ０ 日 

都 市 整 備 部 都 市 整 備 課 

課 
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７ 指定管理者の自己評価結果（100 点満点換算点） 

自己評価 ８１点：十分水準を超えている。 

 

８ 総括評価結果（100 点満点換算点） 

総合評価 ７３点：水準を超えている。 

 

９ 評価内訳 

                           （評価委員４人） 

評価項目 内容 

委員１人

あたりの

配点 

配点 得点 

１  サー

ビ ス の

実 施 に

関 す る

事項 

(1) 運営方針に基づき施設の設置目的を十分発揮す

る内容となっていたか。 
３５  １４０ １０１ 

(2) 利用者の平等な利用の確保が図られたか。 ５  ２０ １５ 

(3) 利用者の声を反映する仕組みとなっていたか。 ５  ２０ １５ 

(4) 被雇用者の利用者対応は適切であったか。 １０  ４０ ３０ 

(5) 被雇用者の技術向上や接遇等研修体制が整って

いるか。 
５  ２０ １４ 

２  経営

能 力 等

に 関 す

る事項 

(1) 管理を安定的に遂行する物的・人的能力があっ

たか。 
１０  ４０ ２７ 

(2) 個人情報を適切に管理できたか。 １０  ４０ ２７ 

(3) 情報公開に関して適切に対応できたか。 ５  ２０ １２ 

(4) 安全管理が適切に行われたか。 １０  ４０ ３２ 

(5) 環境配慮に関する取組みはなされていたか。 ５  ２０ １６ 

３  管理

運 営 経

費 に 関

す る 事

項 

(1) 管理経費は適正に執行されたか。 １０  ４０ ２８ 

合計点  ４４０ ３１７ 

改善提案評価（翌年度事業計画含む） １０  ４０ ２８ 

総合評価点  
７３点 

(100 点満点に換算) 

※ 総合評価点は、各委員の評価点（改善提案評価を含む）を１００点満点に換算し、平均

したものである。 
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以  上 

所見 １ サービス、運営管理 

（１）年間管理計画書をもとに、設備の経年劣化に配慮した点検を行うなど、計

画的に施設管理業務を行っており、月報・四半期報等による区への報告も適

切である。 

（２）人員配置については、施設や駐車場管理に関して有資格者・実務経験者を

配置し、必要に応じて本社社員が巡回するなど、適切で安定した施設管理を

行っている。 

（３）令和元年度の駐車場稼働率は、前年度から３．２ポイント低下したものの

２９．４％であり、５年前の稼働率１５．１％のおおよそ２倍を維持したも

のとなっている。これは、近隣の企業・住宅へのチラシ配布や三田フレンズ

敷地内にのぼり旗等掲示物を設置するなど、駐車場認知度向上・営業努力の

成果と考えられる。 

 

２ 利用者対応 

（１）利用者の要望や苦情への対応は、丁寧かつ迅速に行われ、区への報告も適

切に行っており、接遇に関する苦情も少ない。１１月に実施したアンケート

結果において、駐車場管理の総合評価では、「満足」「やや満足」の合計が   

９１％と高い比率（前年度比４ポイント増）になっている。 

（２）「駐車場混雑・空き情報配信システム」の利用を提案し、平成３０年１１

月に導入することにより、駐車場利用者の利便性向上を図っている。効果測

定のため、令和２年度アンケートでは当システムに関する質問項目を加える

とよい。 

（３）利用者のトラブル・苦情について、現場職員だけで対応困難な事例では、

本社職員が迅速・適切な対応を行い、経過を遅滞なく区に報告している。 

 

３ 個人情報管理 

（１）個人情報に関する規程等が整備されている。また、個人情報保護体制を構

築した上でプライバシーマークの使用許諾を受けている。 

（２）防犯カメラの個人情報の管理については、区の基準に基づき適切に実施さ

れている。個人情報保護の職員研修を行っているほか、現場責任者が区主催

のセキュリティ研修にも参加している。 

 

４ 安全管理 

（１）夜間・休日の緊急事態に備えた緊急センターを設置し、常時職員を派遣で

きる体制となっている。台風１９号襲来時も、施設状況を適宜確認・対応・

報告するなど、区担当者と連絡を取り合っている。 

（２）消防署職員の立会いによる消防訓練と地震・台風を想定した災害訓練を行

っている。 

（３）避難訓練に住民参加がないことへの改善方策として、「安否確認シート」の

配布による参加促進を計画していた。コロナ禍で中止となってしまったが、

令和２年度はさらに工夫して住民参加を実現されたい。 

 

以上から総合的に判断して、指定管理者の管理の業務は、「水準を超えている」

と評価ができる。 
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（別表） 

 「目黒区都市整備施設指定管理者運営評価委員会」（敬称略） 

職 職名 氏名 

委員長 中小企業診断士 佐々木 泰 

副委員長 弁護士 北村 聡子 

委員 大学講師 西村 亮彦 

委員 
都市整備部長 

（街づくり推進部長兼務） 
中澤 英作 

 

（参考） 

「評価区分」 

区分 
十分水準を

超えている 

水準を超え

ている 

水準に達して

いる 

水準に達して

いない 

水準をかなり

下回っている 

評価結果 

(100 点満点) 

８０点以上 ８０点未満 

７０点以上 

７０点未満 

６０点以上 

６０点未満 

５０点以上 

５０点未満 
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三田フレンズ施設事業報告書（概要） 

 

１ 施設の概要 

施 設 名 三田フレンズ 

所 在 地 目黒区三田一丁目１１番２６号 

開  設 平成７年３月 

指定管理者
制度導入 

平成１８年４月 

事業内容 

(条例の規定) 

三田地区駐車場 

   三田地区及びその周辺の道路交通の円滑化を図り、もって区民生活の

環境の向上に資する。 

  機械式駐車場（有人管理）３４台  

営業時間 ８：３０～２２：００ 

 

２ 指定管理者の概要 

団 体 名 株式会社 日進産業 

所 在 地 東京都中央区入船一丁目４番１０号 

代 表 者 代表取締役 幡野 明弘 

指 定 期 間 平成３１年４月１日から令和６年３月３１日まで（５年間） 

受 任 業 務 １ 駐車場の利用の承認、不承認、制限その他の利用に関する業務 

２ 自動車の保管に関する業務 

３ 駐車場の日常の維持管理に関する業務 

４ 駐車場の設備等の保全及び修繕に関する業務 

５ その他住宅施設、住区施設、街づくり活動室、備蓄倉庫を除く、共有 

部分の施設の維持管理 

 

３ 管理業務の実施状況（事業・行事等の実施状況、施設の利用状況、施設管理の状況など） 

（１）主な業務の実施状況 

項目 業務内容 回数 項目 業務内容 回数 

保守点検 

自家用電気工作物 年１２回 
保守点検 

空調設備  年２回 

消防設備  年２回 駐車場設備  年１２回 

自動ドア  年２回 
環境維持 

清掃業務 日常・定期 

シャッター  年２回 害虫駆除 年１２回 

エレベーター 年１２回 保安管理 保安管理業務 ２４時間 

 

 

 

 

 

別紙 
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（２）駐車場利用の状況  

項目 

時間貸駐車 
定期 
駐車 総利用

率 
（％） 

使用料収入 
（円） 年間利用 

台数（台） 

１日当た
りの台数
（台） 

時間貸 
利用率 
（％） 

延台数 
（台） 

２

期 

平成２１年度 16,249 44.5   38.8 12,030,900 

２２年度 13,939 38.2 32.2 10,040,200 

２３年度 12,192 33.4 27.5 8,530,200 

２４年度 10,560 28.9 22.2 7,005,500 

２５年度 8,401 23.0 11.7 5,685,300 

３

期 

２６年度 9,024 24.7  18  15.1 6,596,900 

２７年度 11,251 30.7 49  27.7 9,165,980 

２８年度 10,136 28.2 31.9 63  26.9 9,208,920 

２９年度 11,862 32.5 40.9 97  31.1 10,523,100 

３０年度 11,537 31.6 45.7 114  32.6 10,690,000 

４期 令和元年度 10,423 28.5 38.3 93  29.4 10,030,700 

※ 指定管理制度導入前（平成１７年度）の使用料収入 14,992,000 円 
※ 定期駐車は、平成 26年 10 月からの実績 
※ 時間貸利用率は、定期利用数を引いて算出 

 

４ 管理経費収支状況（指定管理者の収支決算の状況） 

 （１）収入の部 

項目 金額（円） 備考 

管理経費 26,950,898  

清算項目 光熱水費 11,890,556  

 修繕費  2,001,852  

  清算項目 小計（Ａ） 13,892,408  

収入合計 40,843,306  

（２）支出の部 

項目 経費区分 金額（円） 備考 

管理経費 人件費 12,950,000  

 事務費 1,284,787  

 一般管理費 30,276  

 定期点検等 12,628,835  

管理経費 小計 26,893,898  

清算項目 光熱水費 7,775,696  

 修繕費 1,960,163  

清算項目 小計（Ｂ） 9,735,859  

支出合計 36,629,757  

（３）差引清算額 

項目 金額（円） 備考 

計（Ａ）－（Ｂ） 4,156,549 ５月に区へ返還 
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５ 意見・要望対応報告 

 要望・意見 対応 

１ 

三田通り角の木にカラ

スが巣を作っていて危険

なので、撤去してほしい。 

巣の撤去を実施した。 

２ 

地下１階エレベーター

前の点字ブロックの一部

が破損していて靴に引っ

掛かると危ないので、な

んとかしてほしい。 

点字ブロック機能には支障が生じない範囲で破損部

分を切り取り、引っ掛からないようにした。 

 

６ サービス向上及び経費削減努力事項 

 項目 内容 

１ 

電力・エネルギー削減、

節水の推進 

管理事務所及び共用部の間引き点灯 

機械室・地下１階、２階トイレの使用時のみ点灯 

２ 
夏季 28℃・冬季 18℃エアコンの設定温度の徹底 

巡回等移動時の階段利用の徹底 

３ 節水意識の徹底とポスター掲示による周知 

４ 環境美化 
正面・住宅駐輪場の整理、放置自転車撤去及び違法

駐輪の監視 

５ 満車・空車情報の配信 
駐車場満車・空車情報について、平成 30 年 11 月 30

日からインターネット配信している。 

 

７ アンケート結果 

（１）実施時期 

令和元年１１月２０日～１２月２０日 

 

（２）回収率 

駐車場管理（時間貸駐車） ９０.６％（配布数：１６０、回収数：１４５） 

施設共用部管理（入居者） ４５.９％（配布数：３７、回収数：１７） 

 

（３）利用者満足度 

項目 満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答 

駐車場管理総合評価 

（時間貸駐車） 
76.6% 13.8% 9.7% ― ― ― 

施設管理の総合評価 40.0％ 26.6％ 26.6％ 6.6% ― ― 
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８ 改善提案 

 

番号 項目・内容 区の対応 

１ ガスヒーポン空調室内機内部洗浄 提案を採用する。 

２ シャッター設備部品交換工事 
次年度へ向けて継

続協議する。 

３ 駐車場ゲート塗装工事 提案を採用する。 

４ 駐車場回数券料金設定の見直し 

今後、条例改正の機

会を捉えて検討す

る。 

５ 

「安否確認／避難先表示シート」の採用 

〇 居住者に配布して、平時においては避難訓練で活用し、

発災時の安否確認に使用する。 

提案を採用する。 

 

 

以   上 


